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バングラデシュ：調停人オンライントレーニングの実施について

国際協力部教官　
黒　木　宏　太

第１　はじめに

２０２１年７月２６日及び２７日の２日間にわたり，バングラデシュと日本を結んで，
調停人オンライントレーニングを実施し，６０名以上が参加者した。バングラデシュにお
いては，新型コロナウイルスの感染状況もあり，厳しいロックダウンが続く中での実施と
なったが，５０の地区から，約５０名の地方法律扶助官（District Legal Aid officers）・上級
判事補（Senior Assistant Judges）・判事補（Assistant Judges）が参加した。

バングラデシュ政府は，時間と費用がかかる裁判に代わって，市民が様々な法的問題を
解決するための代替手段の一つとして，昨今，調停の促進に力を入れている。

本研修には，日本側から，講師として，中京大学の稲葉一人先生にご参加いただくとと
もに，ＪＩＣＡガバナンス・平和構築部ガバナンスグループ法・司法チームの小松健太
氏，井出ゆり氏，稻田亜梨沙氏のほか，ＪＩＣＡバングラデシュ事務所の渡辺広毅氏，サ
ンジダ・ホック氏，当部の曽我学教官，尾田いずみ教官，德井靖士事務官及び当職が参加
した。また，青山若人氏に日本語・ベンガル語間の通訳をしていただいた。

本稿では，本研修の内容について，バングラデシュ側のフィードバックを中心に，その
概要を紹介する。本稿の意見にわたる部分は，全て当職の私見であり，所属部局の見解で
はない。

第２　本研修の概要

１　日時
２０２１年７月２６日（月），２７日（火）

２　形式
Ｚｏｏｍを使用したオンライン形式

３　スケジュール（日本時間）
［２６　Ｊｕｌｙ　２０２１］

１２：３０－１２：４０　　Opening remarks

１２：４０－１５：００　　Special lecture by Professor Inaba based on the feedback

１５：００－１６：００　　Lunch

１６：００－１８：３０　　Special lecture by Professor Inaba based on the feedback

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
［２７　Ｊｕｌｙ　２０２１］

１２：３０－１５：３０　　Mock Mediation

１５：３０－１６：３０　　Lunch
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１６：３０－１８：００　　Ｑ＆Ａ
１８：００－１８：０５　　Closing remarks

４　参加者
バングラデシュの地方法律扶助官（District Legal Aid officers）・上級判事補（Senior 

Assistant Judges）・判事補（Assistant Judges）等　合計約６０名

第３　調停人トレーニングと模擬調停

１　参加者は，事前にビデオ教材1を使用してＥラーニングをし，フィードバックを提
出した上で，研修に参加した。このビデオ教材は，どの国にもある解雇事件2を題材
として，Mediation のステージに応じて，効果的な調停の実現に役立つＴｉｐｓを稲
葉先生が解説する形で，作成されている。調停における課題設定の在り方などの内容
面のみならず，調停人としての心構えや立ち振る舞いなどについても解説されてい
て，いわば痒いところに手が届く内容となっており，調停人を担当する者にとって，
大変参考になるものである。

【稲葉先生のビデオ講義の様子】

参加者からは，日本の調停システムや，調停の方法や順序等について詳しく知るこ
とができただけでなく，アイコンタクト，ノンバーバルコミュニケーション，感情の
反映，困難な状況への対処法，調停の倫理などの心理的・生理的な問題についても詳
しく学ぶことができたことなど，多くのフィードバックがあった。

また，バングラデシュの調停の問題点についても共有された。例えば，日本では，
調停が成立した後の合意は判決のように強制力があるとされているが，バングラデ
シュでは，調停の当事者にとって，合意は法律によって強制力を持たないため，合意
後の調停が成功しても，当事者同士が法律上の強制力がないことを知っているため，

1  稲葉先生の講義やビデオ教材の内容については，INABA Kazuto “ONLINE MEDIATION TRAINING”ＩＣＤ　ＮＥＷ
Ｓ（Ｍａｒｃｈ　２０２１）ｐ５０－を参照。https://www.moj.go.jp/content/001343989.pdf

2  事案は次のとおり。
  「Ｏ（大蔵）さん（３０代後半男性　独身）は，アルバイトとしてＮ運送株式会社に約１０ヶ月間勤務していたが，
１ヶ月前に突然解雇された。Ｎ運送の労務担当Ｙ（吉永）係長は，物流が減ったので配達員があまっていることを解雇
の理由として説明した。Ｏさんとしては，まじめに勤務してきたつもりで，この仕事が気に入っていたので，突然の解
雇に納得がいかず，Ｙ係長に抗議をしたが，らちがあかない。解雇に際して，Ｎ運送からは事前の解雇予告はなく，ま
た解雇予告手当の支払いもなかった。」
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実りある調停とはみなされないことがあり，調停に関わった全員の時間と労力が無駄
になってしまうという問題点があることなどが共有された。

２　模擬調停のトレーニングでは，３人一組となって，調停人と両当事者をロールプレ
イし，ロールプレイが終わったら，振り返りを行う。各自のフィードバックを基に，
実際の調停に役立たせることが期待されている。今回はＺｏｏｍのブレイクアウト
ルーム機能を使用して，オンラインでロールプレイをしたが，ロールプレイのイメー
ジは，下記のとおりである。右端の調停人が，両当事者（左から二人目が申立人，右
から二人目が相手方）と初めて調停の席で出会い，調停とは何かなどを説明している
ところを実演している。

【稲葉先生が両当事者を前にオープニングを演じている場面（前回研修時）】

調停人役の人には，具体的に，どのようなことを心がけたか，何がうまく行って，
何が難しかったか等につき，フィードバックをしていただいた。当事者役の人には，
調停人役の言動や行動で良かった点に注意を払っていて観察していただき，フィード
バックをしていただいた。下記のスライド（左）のとおり，調停人役の発言・質問で
有効だと感じたこと，特に，話の内容だけでなく，調停人役のしぐさ，表情，質問の
仕方なども詳しく観察していただき，メモしておいていただいた。

【模擬調停に関する講義のスライド】

３　調停人トレーニング後，参加者から，調停人にとって中立であることの重要性，調
停人にとって挨拶と歓迎的な雰囲気を出すことの重要性，公平性・機密保持の重要
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性，紛争の原因を突き止める技術等がよく理解できたなどのフィードバックがあり，
全体的に，とても良いトレーニングであったという感想が共有された。

第４　終わりに

今回の研修は，双方向のやり取りが活発で，質問が絶えず，バングラデシュの方々の熱
量も高く，とても充実した研修であった。当職自身としても，稲葉先生の講義やバングラ
デシュの方々の質問等から多くの学びを得ることができ，とても勉強になった。

バングラデシュにおいては，調停制度が着実に普及しているようであり，例えば，６４
県の各県に１名ずつ配置されるべき法律扶助官（Legal Aid Officer）が，２～３年前まで
は，６４県中半分の県にも満たなかったものが，現在は，ほぼ全ての県に配置されている
ようである。調停のための部屋が整備されていない3等の課題はあるようであるが，イン
フラについても徐々に改善されていくことが期待される。

国際協力部としても，バングラデシュの調停がより良いものになるよう，できる限りの
支援をしていきたい。

【本研修の様子】

3  人の出入りが自由な部屋において，ほとんどプライバシーのない状態で，調停が行われていることもあるという。




